










要約 川崎病急性期の患児に対し,アスピリン投与量100 ㎎/Kg/day と 30㎎/Kg/day とのコ

ントロールスタディをおこなった。発熱期間・冠動脈瘤発生頻度は,両群で明らかな差を認

めなかった。血小板凝集能は,両群とも有意に抑制された。血漿 thromboxane B2(以下 TxB2)

は両群とも抑制されたが,血漿 6-ketoprost aglandin F1α(以下 PGF1α)は 100mg 群で有意

に低値であった。このため抗血栓療法よりみたアスピリン投与量は,30mg/㎏/dayのほうが

適していると考えられた。 


